
「病院ダッシュボードVer1.9.0」では、新たに自病院分析機能として、財務指標シミュレーション機能（通

称「財務2nd」）を追加しました。同機能では、自病院の医業収益（年度末までの月別見込み額）、医業利

益（医業利益および利益率の年度別推移）、損益分岐点（対収益変動費率を元にした損益分岐点の算出）、

稼働率分析（延べ患者数と病床稼働率）の4つの過去データから比較対象とする年度と当年度の見込み値を

算出することが可能となり、病院経営の将来予測と現状分析が出来るようになりました。 

 株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン（以下、「GHC」、代表：渡辺幸子、本社：東京

都港区）は、病院経営の指標となる情報を web 経由で配信する次世代型経営支援サービス「病院ダッシュ

ボード」の財務指標シミュレーション機能と外来分析機能を拡張した、「病院ダッシュボードVer1.9.0」を

リリースいたしました。 
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外来分析機能もバージョンアップ 

2013年1月31日 

プレスリリース 

損益分岐点（グラフ） 

お問い合わせ：株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン  

担当：広報室（湯原、末澤、塚越、坂田） 

TEL 03-5467-0123（代表） FAX  03-5766-7436 mail ghcpr@ghc-j.com 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門4-3-20 神谷町MT ビル14 階  

w w w . g h c - j . c o m 

■新機能、自病院の医業収益など当年度の見込み値を予測可能に 

「病院ダッシュボードVer1.9.0」では、糖尿病・高血圧などの慢性疾患の各種医療行為や指導管理料の算定率

を算出する「実施率・算定率ベンチマーク」及び、短期滞在手術基本料の対象となる手術などの外来における

実施状況を算出する「外来シフト分析」をバージョンアップしました。これにより、外来診療の質の向上・単

価アップに向けた指標を確認することができます。 

 具体的には、「実施率・算定率ベンチマーク」では、主病名だけでなく、レセプトに記載されている同じ病

名症例に対して、実施している指導や検査を分析します。「外来シフト分析」では、自病院の時系列分析およ

び手術件数一覧表を表示。ベンチマーク分析では100床あたり件数を算出し施設間での比較を行います。 

■『外来』のチェック項目・分析機能をバージョンアップ 

外来シフト分析のシグナル 

また、DPC俯瞰マップの基礎係数分析では各医療機関が自院の「2012年4月通知の値」を設定できる機能

を追加。さらに、患者エリア分析では、マップ上に他病院の位置情報が表示されるようになり、分析機

能が更に充実しました。 次回のリリースは、4月頃を予定しています。 

※病院ダッシュボードに関する最新情報や詳細はこちらをご覧ください！→ http://dashboard.ghc-j.com 
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